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招  集 

令和元年５月２２日（水） 午前１０時 議会委員会室  

出席委員（８名） 

 （委員長）伊 藤 ひろえ    （副委員長）稲 田   清 

 今 城 雅 子   岩 﨑 康 朗   奥 岩 浩 基   又 野 史 朗 

 矢田貝 香 織   矢 倉   強 

欠席委員（０名） 

出席した事務局職員 

先灘局長 佐藤主任 

協議事件 

・議会報告会について 

・その他 
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午前９時５８分 開会 

○伊藤委員長 それでは、ただいまより広報広聴委員会を開会いたします。 

 本日は、協議事件として、議会報告会の報告についてというところで、皆さんに御協議

いただきたいと思います。 

資料も事前にお配りしておりますが、事務局のほうより御説明のほうをお願いしたいと

思います。 

佐藤主任。 

○佐藤議会事務局主任 では、お配りしております資料、事前に皆様にはメールで送信し

たり机の上に配らせていただいたりしてますので、細かくまでは説明は省いてもよろしい

でしょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○佐藤議会事務局主任 では、説明をさせていただきます。まず、１つ目の資料なんです

けれども、平成３１年議会報告会の実施結果概要というやつ、これはいつ開催して、どこ

でやって、出席された議員さんはこのとおりということを簡単にざくっと載せております。 

 その次のカラーのものなんですけれども、棒グラフがついたもの、これはアンケートの

集計結果、ちょっと見える化して棒グラフをつけているというところでございます。 

 その中身一つ一つまではちょっと説明は省略させていただきまして、そのアンケートの

一番最後、問６、その他、本日の感想や議会に対する御意見、御提言をお書きくださいと

いうのは、とりあえず一まとめに裏表印刷でさせていただきました。項目ごとにちょっと

分けさせていただきました。 

 それと、その次につけておりますのが、質疑応答の一覧でございます。各会場で参加者

の方から出た質疑をざくっと要約をいたしまして、回答もちょっとざくっと要約をしたん

ですけれども、それの項目をちょっとつけさせてもらって、こういった質問が出て、こう
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いった回答をしたという一覧表をおつけしております。 

 その後につけておりますのが、各班から出た報告書でございます。各班それぞれ出た意

見等、取りまとめをされて、班長さんか副班長さんが多分主になってまとめられたんじゃ

ないかなと思うんですけれども、各班の報告書でございます。 

 その報告書、４班分をちょっとめくっていただきますと、一番最後に伊藤委員長様とい

う、これが高専の先生から委員長様宛てに送られてきたものなんですけれども、この議会

報告会に参加された学生さんが授業の中でちょっと感想文みたいなものを、レポートを書

かれたということで、率直な御意見が出てますけど、それをちょっと参考にということで

送付していただきましたので、皆様に配付をさせていただいております。 

 本日、この内容について確認していただきましたら、アンケート結果ですとか意見の一

覧表などはホームページのほうでも早速、今月中には公開をさせていただこうかなと思い

ますので、よろしくお願いいたします。簡単ですけど、以上です。 

○伊藤委員長 ありがとうございました。ただいま事務局より説明いただきました。皆様

には事前にお配りしておりましたので、見ていただいてると思いますので、その御意見を

いただいて、次の６月からの広報広聴委員会に移りたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と声あり〕 

○伊藤委員長 それでは、御意見等ございましたらお願いしたいと思います。 

 稲田委員。 

○稲田委員 これの資料３、事務局作成のカラーの棒グラフが載ってる資料、アンケート

結果というもので、最初の１ページ目の問２の年齢についてなんですけれども、２０代、

３０代、４０代の方の参加がゼロ、ゼロ、ゼロであったと。これが議会報告会、もしかし

たら議会そのものかもしれませんが、この世代の関心が低いというか、数字でいうとゼロ

なので、低いどころか、全くないとは決して言いませんけれども、こうやって来て聞いて

いただくという機会、場所もあったかもしれません、時間帯は平日の夜２回と土日で分け

て、広報手段としては脆弱だったかもしれませんが、市報、議会だより、ホームページ、

地区回覧ということで、魅力がなかったかもしれませんが、伝わる手段を使わせてもらっ

てこういう結果だったので、これが感想になります。 

 意見としては、以前から言っておりますが、これまでは広く議会で行われたことを全般

に、来る人は行ってみてという構図ではなくて、テーマを決めて出かけていく。それから、

相手先も、年齢なり、あるいは職種なりが絞られて、より意見交換ができるんではないか

と。もう一歩踏み込めば、これは私の本当に個人的な意見ですけれども、常任委員会単位

で何かテーマを決めて、特に今回は２０代、３０代、４０代の方の、５０代も少ないです

けども、というようなテーマをこちらから提案して、意見交換するような機会を提案した

いというのがございました。以上です。 

○伊藤委員長 できれば常任委員会でというようなことや、テーマごとに絞って出かけて

いくというのは、団体に、テーマを絞って出かけていくということ。これちょっと説明い

ただきたいと思います。 

 稲田委員。 

○稲田委員 済みません、もう少しちょっと、議会報告会なので、今回もやった全体的な

話も必要であれば、それをどこかちょっと、いわゆる箱の大きい、会場の広いところで全
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体会をして、分科会という名前かわかりませんけど、それが委員会単位になっていれば、

総合的な補完はできるかな。ですから、出かけていくというのは、済みません、ちょっと

言葉が足りませんでした、そこに集まっていただくということです。以上です。 

○伊藤委員長 承知いたしました。コンベンションだとか、そういうような。 

○稲田委員 はい。 

○伊藤委員長 はい、わかりました。ありがとうございます。 

 ほかにございますでしょうか。 

 又野委員。 

○又野委員 ほぼ稲田委員と一緒なんですけれども、今回のアンケートとか感想とかの中

でも、これでよかったっていう意見もあれば、もっとこうしてほしいっていう意見があり

ますんで、同じようなスタイル、やっぱり議会全体について説明とか報告するっていうの

も、やはり一つ必要だと思います。 

 それと、あと、こうしてほしいというのは、やっぱり詳しく知りたいとか、そういうふ

うなのが多かった、そういうのも結構あったと思いますんで、やはり言われたようにテー

マごとにやるっていうのも今後考えていったらいいのかなと私も思いました。 

○伊藤委員長 ありがとうございます。 

 矢田貝委員。 

○矢田貝委員 済みません、今、お二人のお話を聞きながら、全くそのとおりと思います。

が、しかし、この議会報告会のスタートのところの立ち位置に立ち返らなければいけない

っていうのも、それぞれの次にどういうふうに引き継ごうかという御意見のもとに、おっ

しゃらなかったけど、あると思います。メンバーの選出の仕方であるとか、これにうたわ

れている持ち方であるとか、報告会というものを今まで意見交換会としてこなかったとい

うところも含めて、どこでもう一度話し合っていくのだろうといったときに、毎年１回や

っていくのだという開催ありきではなくて、もう一回立ちどまっていくっていうスタート

の、今だからこそできるかな、２年目終わったところですけど、できるのかなと思ったら、

今、私たちが言うことを次に引き継いだときにしっかりもんでいただけるのかっていうこ

とを信じて意見を言うっていうふうに思えば、私も全く言われるとおりで、対象は地域ご

とに４つに分けるっていうことではなくて、高校生に向かってであるとか、各種専門に動

いてらっしゃる方に呼びかけるというふうなことで、テーマによって報告ってなったとき

に、そこが意見交換会になるんだろうというふうに思いますので、そこら辺をまずは整理

していくっていうことは置いといて、そのことは置いといて、私も対象を考えたりという

ことが大事かなというふうに思いますけど。やらないっていうことには戻れないって思う

んです、やるって踏み出したわけですから。じゃあ、どうしていくのかっていったところ

に次の年の人たちには改善点を整理していくということかなって思います。 

○伊藤委員長 議会報告会の要綱のときに、そもそものところから立ち返って、どういう

あり方がいいのかというようなことも検証しつつ、話し合っていただきたいということも

引き継いでいきたいと思います。副議長はこの次もですので、ぜひお願いしたいと思いま

す。 

○岩﨑委員 はい、聞いておきます。 

○伊藤委員長 ほかにございますでしょうか。 
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 奥岩委員。 

○奥岩委員 結果を見させていただくと、反省点がかなり多くて、広報といいますか、議

会報告会に向けて広報した結果、アンケート結果を見ると、結局よかったんですが、自治

会回覧が一番数的にはよかったのかなというところで、反省点としては、議会だよりから

来られた方のほうがやっぱり自治会回覧より少なくなってしまったというのは、議会だよ

りがどこまで読み込まれているのかというところで、我々も反省するところがあったので

はないかなと思いますので、広報広聴委員会ですので、議会だよりと報告会とはやっぱり

セットでまだまだ改善の余地があるんだろうなとは思いました。 

 先ほど稲田委員がおっしゃった年齢のところもあるんですけど、ちょっと前回のデータ

を見てみますと、前回は２０代、３０代、４０代が、それでも１人、２人とか、全体でで

すけど、来てくださってたんですが、今回ゼロで、１０代、来ておられるんですが、これ

数を見ると、先ほどの報告にあったとおり、高専の生徒さんがほぼほぼ授業の一環でとい

うところで来ておられますので、それがなければゼロだったのかなというようなところも

ありますし、そういった年代の方々には実際問題届いてないのかな、届いていても、行っ

てみようかなと思えるような内容ではなかったのかなとも思いますので、内容も同じなん

ですが。あと、土日と平日の夜の開催っていうのもしてみたんですけど、そういったとこ

ろ、働く方々のことを考えて、会社帰りでも来やすいようにっていうのもあったんですが、

そこのところが今回、見事に反省点になってしまったっていうところですので、先ほど矢

田貝委員も、ほかの委員さんも皆さんおっしゃっておられましたけれども、中身のところ

ですとか、内容のところですとか、少しルール決めのところとか、根本に立ち返って、次

の委員さんに委ねてしまうのは申しわけないんですけど、そこを精査していただけるとあ

りがたいなとは考えます。以上、本当率直な感想といいますか、反省です。 

○伊藤委員長 確かに若い世代、４０代までの世代が自治会回覧だとか議会だより、米子

市の広報もなかなか見るという機会は少ないだろうなというふうに思いますので、広報、

中海だとか、あと市役所内のテロップにも載せていただきましたけれども、そこら辺のと

ころでもどのぐらい伝わったのかなと私も思いますし、奥岩委員がおっしゃったようにチ

ラシの内容で、やっぱりぴんとくるっていうことがなかなか難しかったんだろうなという

ふうに反省しております。ほかにございますでしょうか。 

 今城委員。 

○今城委員 少しだけ。皆さんおっしゃっていたことなどは、同意見なところもあるしと

いうところで、開催時期のことがあったかなというのは、ちょっと気持ちの中であって、

４月っていうのは、自治会のいろんな役員改選などで、自治会そのものが物すごく会合と

かがあってるんですよ、皆さんも御存じのとおり。そういう中でもそこに、会場とか日程

とかの関係があったりとかして、そこを目がけてやってきましたよね、１年に１回開催せ

んといけんという、そういう大前提を私たちがくくったわけですから。そこでやってきた

ために、日程的なことをすると、そこでっていうふうにやってはみたものの、実際、受け

取る側というか、受ける側的にはそういうものがいっぱいあるっていう中で、またこれか

っていうような意見もあったり、そういうふうな感じを受けることを言われながら帰られ

て、忙しかったけども、それでもと思って来たわっていう感じのこともあったりしました

し。なので、時期的なことをもう一回、６月改選であるっていう議会の形式上、ちょっと
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いろんな規制というか、いろんなことがあるなというのは本当に思いながらなんですけど、

この自治会とかの改選とかの時期っていうのについてのことをもう一回検討しないといけ

なかったかなというのはちょっと思いました。こちら側はいろんな思いでやってきたんだ

けれどもと思いました、一つはそれでした。 

 もう一つは、前回と比べてどうかわからないんですけど、私なんか中央ですので、今回

ふれあいの里だったんですけれども、同じふれあいの里に参加する自治会は変わらないけ

ども、来ておられるメンバーというか、人の顔が全く違っとるなというのをちょっと感じ

て、というのは、前回は市役所でやったので、この近辺の方は結構たくさん来ておられた

んですけど、啓成とか車尾とかのあの辺あたりとかっていう人はあんまりどうだったのか

なと思ったんだけど、今回、啓成の、ふれあいの里近辺の方が多かった感じがしたんです

よ。お聞きしてたら、そこら辺の自治会の何々の町内の何々をやってますって発言のとき

に言われてたんです。ということで、もしかして、その開催する会場の近辺の人が、自分

ところであるけん来るわっていう感じだけでもしなってるとしたら、ちょっとその辺の、

広報の仕方なのか、それとも会場の持ち方なのか、それとも、何かよくわからないんです

けど、そこら辺がどうだったのかっていうところがちょっと気になったなっていうふうに

思いました。いつも議会に来られていて、いろんな形で提言とか、いろんなことを話して

くださる方が、前回は市役所だったので来ておられたんだけど、今回は来ておられなくて、

何でだったのかなって思ったときに、何か自分のところの近くの自治会じゃないっていう

ような、そういうようなニュアンスがあったりとかしたので、何かそういうことがあった

のかなとか、ちょっとその辺、全くわからない、イメージだけのところで話をしてるんで

すけど、もしそういうような形で参加の全市的な形にならないとすると、どうかなってい

うのをもうちょっと検討したりしないといけないのかなっていうふうには思いました。 

 もう一つ。済みません、長くて。もう一つは、意見としてなんですけれども、先ほど来

のいろんな御意見もある中で、参加してくださった方の感想だとか、アンケートだとか、

意見だとかっていうのはずっとあるわけなんですけど、我々が一喜一憂するっていうこと

が本当にいいのかなっていうふうに思いました。質問とかされた方の背景だとかいろんな

思いだとかっていうこともあるということを受けとめつつも、だからその話とか、その内

容とかに特化したものにせんといけんなとか、地域性がそうなので、そういうことをテー

マにせんといけんかみたいなふうにしていくと、これは議会報告会なので、そういうこと

にはいかないだろうなっていうふうに、だから一喜一憂せず、我々が本当にきちんと皆さ

んにお伝えするべきことを、きちんとした形で精査をして伝えるっていうことをやった上

で、それで限界があるっていうことだったら、違うものにもうしないといけないというか、

報告会という形ではない、違うものにしないといけないということを、一つベースにとい

うか考えた上で、持った上で、今後、それを次回の皆さんに送っていくのって大変申しわ

けない思いがいっぱいなんですけれど、なのかなっていうのは、これは個人的な意見とし

て感じました。とてもよいと言われる意見もあれば、その次の方はとても悪いと言われる

意見もあり、そのことを一喜一憂してどう考えればいいかっていうようなことをするより

は、我々が何を伝えるのかっていうことをやっぱり根本としてのベースとして考えていっ

た上で、そこに限界があるのなら、じゃあ、どうするっていうところなのかなっていうふ

うに個人的には思いました。以上です。 
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○伊藤委員長 今城委員の御意見に対して、皆さん、いかがでしょうか。最後に言われた

一喜一憂というようなところで、前回の一番初めにした議会報告会の後、意見交換の時間

がとても少なかったという意見がとても多かったので、意見交換の時間をかなり多くした

いというようなことで臨みましたけれども、でも結局は半々ぐらいの時間設定になり、そ

れで今回のアンケートでは、時間のことは皆さん、よかったんじゃないかというような意

見が多かったことを考えると、今城委員がおっしゃったような、一人の意見や、そのとき

たまたま多かった意見に何か左右されるのもどうなのかなと私も思ったところでした。伝

えていくことをしっかりと共有して、それを全議員も共有をして、こういうふうなことで

挑んでいるんだというようなことを、臨んでるんだというようなことをもうちょっと共通

認識が図れたらよかったなと思いました。議会報告会の中で、どういうふうなテーマの設

定なんですかというような意見がちょっと多々あったなと思いますので、そこら辺のとこ

ろでもうちょっと共有するべきだったなと、これを伝えるんだというふうなことをもっと

共有できたらよかったんではないかなというふうに思ったところでした。 

 あと、会場設定のことについて、皆さん、いかがでしょうか。そもそものところを、ま

た一から考え直すというようなところで、また次の委員会に引き継いで考えていただけれ

ばと思いますけれども、私もこの４ブロックの中の、たまたまそこの会場となった公民館

の役員の方が一生懸命、声をかけてくださるときは多かったり、またお誘い合わせていた

だいたりしたときが多かったりっていうようなこともあるかなと思ったり、たとえ隣の公

民館であっても、なかなかちょっとハードルが高くて行きにくいというようなこともある

のかなと、そういうことはちょっと思った次第ですので。今城委員の意見もそのとおりだ

と思います。 

 開催時期についても、どの班でしたっけ、彦名公民館で行ったときに、公民館に何度か

班長さんが行ってくださったんですけど、ちょうど本当に自治会長や公民館長がかわるん

だというようなところでなかなか難しい場面があったというふうに聞いておりますので、

そこら辺のところ、開催時期についても反省しているところです。 

 ほかにございませんでしょうか。なければ、協議というところまではいきませんが、皆

さんからいただいた御意見を引き継いでいきたいと思います。 

 次にですが、米子高専の学生との意見交換会、メールでいただいております。米子高専

の加藤教授が提案しておられますが、そのことについて御意見があればお願いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 以前、２０１８年、平成３０年の２月じゃないかと思うんですけれども、意見交換会、

米子高専のほうに出向いて、米子市議会議員の有志の方、行きたい方というふうなことで

募って、多分８名か９名ぐらいが行かれたんじゃないかと思いますけれども、１回行きま

して、若い方々、学生さんの率直な意見を伺って、いろいろ貴重な御意見をいただいたな

というふうに記憶しておりますが、広報広聴委員会ですので前向きに検討してはどうかと

思っておりますが、この場で決めるのか、また新委員会になってから決めていただくのか

ということも含めて、御意見をいただければと思っておりますが、いかがでしょうか。 

 稲田委員、いかがでしょうか。参加してくださっていたんですけど。 

○稲田委員 呼ばれたら行きますよ、個人の意見ね。委員会としてとなると、かた苦しく

言ってしまえば改選した後にっていうことになりますけれども、加藤教授には、これをい
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ただいたら意思だけでもお伝えするのが一つの礼儀かなと思いますが、手続的に言ってし

まうと、委員長もしづらいのかなと思って。広報広聴委員会として行きますなのか、例え

ば今の期の広報広聴委員会の委員には伝えましたと、有志でも行きたいという意思は持っ

ておりますと。あとは、その有志と連絡をとるか、ないしはその有志とともに、また６月

からの広報広聴委員会に働きかけて、改めて返事をしますと。どちらかでしょうか。 

○伊藤委員長 皆様方はいかがでしょうか。 

 今城委員。 

○今城委員 前回もちょっと、議長にお話があって、全議員に一応わっとお知らせいただ

いた上で、日程等を見てもらった上で、希望があればっていうような形にたしかしていた

だいたと。私、希望はあったんですけど、日程がとれなかったっていうのでちょっと残念

な思いをしたりしたんですけども、とりあえず伊藤委員長宛てにっていうことで来ている

以上は、この今のところで、参加するかしないかっていうことと、日程だけは調整をする

ほうがいいのかな、この今のうちに。ていっても、限られた日にちではあるんですけど。 

 次回の委員会に送るっていうよりも、ここでさせてもらいたいっていうような意見にな

れば、それと日程調整させてもらった上で、全議員にお知らせをした上で、御希望で参加

させていただくという前回のパターンでもいいのかもしれないなっていうような気持ちで

す、個人的には。 

○伊藤委員長 ほかの皆さんはいかがでしょうか。今、今城委員のお話を伺いながら、広

報広聴委員会ですので、若い方、学生との意見交換会ということで、前向きに検討してい

きたいなと私は思っておりますが。前回も行かせていただきました。今、今城委員の意見

を聞いて思ったんですけれども、皆さんお忙しいでしょうし、広報広聴委員会で前向きに

進めていくというふうなところをもって、全議員に、この３案あります、７月１８日、７

月２５日、８月１日のその中で、意見交換会を開催する予定ですのでいい日を丸をしてい

ただけませんかというようなところで、多いところをとって返事をするというようなこと

もできるのかなと思いますが、いかがでしょうか。それとも、この日って決めたほうがい

いでしょうか。 

 矢田貝委員。 

○矢田貝委員 今の委員長の話で、もう日にちを決めて進むっていうことだったら、そう

だろうと思います。が、済みません、いつも「が」とか「しかし」とか言って、広報広聴

委員会の要綱を見る中で、第２条の（４）に当たるところで言ってらっしゃるんですかっ

ていうところです。じゃあ、今後、４地域で議会報告会としてやってきた部分と、この高

専とのやりとりっていうものが継続していくってなったときには、その議会報告会との位

置づけとか、前議長がしっかり議会報告会を持っていきたいというところでスタートして

るところと意見交換会というところは、分けてやっぱり考えていくべきというふうに感じ

るんですね。皆さんが開かれた議会のために何ができるのかって考え、いいなって思うと

ころに進もうとされるのにブレーキかけるわけじゃないんですけど、きちっとしとかんと

いけんことがあるんじゃないかっていうふうに思っています。 

 高専の先生からしたら、議会はいつでも市民に向かって開いていらっしゃるわけですか

ら、日程さえ合えば、誰がどういった形で来ようと生徒さんや先生にとってはいいんだと

思うんですけど、常にそういうものであれば、もっと前向きに、高専さんだけじゃないと
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ころで議会報告会をどうしていくのみたいなところなのか、本当に交換会なのかって分け

たら、意見交換会ってなったときには広報広聴委員会なのかなっていう気もしなくはない

んですね。広報広聴に関することっていうのは、意見を交換するっていうことってなった

ら、１年交代のそれぞれの委員会から出てっていう、これのメンバーの委員長が窓口でや

りとりすることなのかしらっていう気がするし。していいのかっていうか、できるものな

のか。済みません、私ががさがさってなるのは何かそこなんです。広報広聴委員会って何

みたいなところがありまして、済みません。 

○伊藤委員長 今城委員。 

○今城委員 私、これを見たときに、別に議会報告会をしてほしいっていう意味ではなく、

学生の率直な意見との交換というような、議会としてっていうとか、広報広聴としてって

いうふうなことを先生は望んでおられるのではないんじゃないかなっていうふうな気持ち

もあります。通年議会で云々ということがあるので、そのようなことをテーマにしてもい

いのかなというのは向かう側の意見なのであって、テーマをどうするかということについ

てもちょっと、今後ですが。なので、本当いうと、広報広聴委員会としてここで決める云々

っていうことよりも、議長がどうされるかっていうことじゃないかな、本当のこというと。

この構成の扱いに関しては。 

○伊藤委員長 今回は、私、加藤先生とそんなに随分話してはないんですけれども、前回

のいきさつとしましては、街灯のことという陳情を持ってこられた際に、私、副議長させ

ていただいてたときだったんですけれども、そのときに議長いらっしゃらなくて、私が受

け取りました。米子市と高専との関係も、交流関係っていうんですかね、ありますので、

ぜひまた意見交換をというようなお話になりました。それで、その流れで高専のほうに出

向くことになったというふうに記憶してますし、そのときはどちらかといったら主権者教

育、若い方に政治への関心がないので、議会に対しても無関心でわからないというような

学生がたくさんいるというような話をしていらっしゃいましたので、そちら側かなという

ふうに、先生のほうが求めているのはそちら側かなと。私たちは私たちで、自治会を通し

ても若い方々の意見を聞く場ということは、なかなか声が通らないというようなところも

ございましたので、こういうオファーをいただいたのなら前向きに検討するべきかなとい

うところで、前回もそのような形だったかなと記憶しております。 

 ここに位置づけて聞くべきだ、そしたらほかのところもどんどん聞くべきだというよう

なところも今後はやっていく必要があるかなというふうに思いますが、そこをどこに位置

づけていうようなところではなってはいないんじゃないかなと思いますが、局長、いかが

でしょうか。 

 先灘局長。 

○先灘事務局長 これは広報広聴委員会の所管の事務ですので、広報広聴ってなりますの

で、これにつきましては会議規則に定めた協議の場っていうところでこの委員会は設置さ

れてますので、所管事務だとは思います。ただ、対外的に何か生じれば、議長の了解を得

て連絡通知を米子高専にするというところはあったと思いますが、広報広聴委員会の所管

ですので、決めていただくということと、あとはこの議会報告会との関連をどうするかと

いう部分ですけれども、この議会報告会はあくまでも基本条例の中で広報広聴に関するも

のを意見をする場というところで議会報告会となってます。その具体的なやり方を４ブロ
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ックにしてやりますよというのは今決めてますけども、それ以外のやり方ができないとい

うわけではなくて、決めていただければ、柔軟にしていただければいいとは思いますけど

も。今、決まってる４ブロックだけはこういうやり方で報告会の要綱をつくってますとい

うところですので、この高専さんとか、去年やった分について、この枠外で一応やっては

おりますので、してはいけないっていうところもありませんし、余り要綱等にこだわらず

にしていただければいいとは思うんですが。そのあたりは、皆さんの御意見でやろうって

いうところでしたら、議長に御了解いただいて、じゃあどうぞ進めてくださいっていう形

で、いろんな具体的なことはこの委員会で協議しながら決めていただければよろしいかと

思うんですけど。 

○伊藤委員長 これまでは商工会議所との意見交換会だとか、いろいろ多分やってきてい

るんではないかと思います、広報広聴委員会がないときから。なので、議員ですので、市

民の意見を聞くというようなところは、この前も皆さんに御報告したところですので、そ

このところは基本条例に位置づけられているところかなというふうに思います。 

 それでは、前向きに検討するというふうなところでよろしいでしょうか。それで、次の

６月の委員会のところで決める、私がさっき提案させていただいた、今から全議員に日程

とともにお話をしてというようなところがいいのか、どうふうにさせていただきましょう

か。稲田委員は、とりあえずはお返事をして、次の委員会にという御意見でしたね。 

 稲田委員。 

○稲田委員 局長の意見を、柔軟にというのを解釈すれば、そこにこだわらなくてもいい

なとも思いますし。どうでしょう、いわゆる無難なこと言わせてもらえば、お返事をさせ

ていただいて、期をまたぐ都合上、次の期の委員長と相談して検討しますという言葉にな

って、意向としては、流れとしては、行きたい議員も数名は確実におりますので、またそ

のように取り計らいをしますぐらいで。 

○伊藤委員長 次の委員会で。 

○稲田委員 ６月の、いつになりますかね、広報広聴の第１回目って。後ですよね。 

○伊藤委員長 先灘局長。 

○先灘事務局長 ６月１３日が６月定例会の開会日ですので、これで各常任委員会、議会

運営委員会の委員を選任していただきますので、議運からお一人、常任委員会からはお二

人で、副議長は固定という形で、正副委員長の互選のときに広報広聴委員会の委員もあわ

せて選出していただくというところがありますので、それ以降、その日にできるかどうか

っていうところもあるかと思いますが、その日以降、速やかに開かせていただくというと

ころでいかがでしょうか。当然、正副委員長も確認しないといけませんので、速やかに、

あるいは直ちにかもしれませんが、していただくという場面が出ます。その場面で、こう

いうものが前任期の委員会から申し送りがありますので御協力いただきますというところ

なんですが、すぐ結論が出るかというとなかなか難しいのか、もう方向性だけ決めて日程

調整だけにするのかというところ。方向性だけ決めていただいてもいいとは思うんですが。

メンバーはかわりますけども、委員会は継続してるというところで、やる方向で、あとは

日程調整は６月１３日以降させていただくということもよろしいかとは思うんですが、方

向性だけ決めていただいたほうが。やるやらないまで次に移行するというような問題でし

たらあれですけど、そのあたりは今の委員の方で決めていただければいいとは思いますけ
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ど。継続性を持つというところで。 

○伊藤委員長 どうでしょう、皆さん。反対の方はいらっしゃらないんじゃないかなと今

のところ思いますが。前向きに引き継ぎさせていただくということでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と声あり〕 

○伊藤委員長 じゃあ、行く方向で、そこだけは確認させていただいて、６月１３日、今

度の新委員会以降にこの日程調整をしていただくということでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と声あり〕 

○伊藤委員長 あと、どうしてもこれは引き継いでいただきたいというようなことは、私

のほうからは、議会だよりに関してなんですけれども、発言者である議員が一般質問の原

稿作成について、この委員会では、よしそうするべきだというふうなところで進んでおり

ましたが、米子市議会全体のまだ理解を得られてないところでございます。これもまた進

めていただくよう引き継ぎさせていただきたいと思いますが、そのことを私がお願いした

いと思っております。よろしいでしょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○伊藤委員長 ほかの皆様方、ぜひこれはというようなことがございましたらお願いした

いと思いますが。 

 矢田貝委員。 

○矢田貝委員 １点だけ。この１年交代、それから人選の仕方、ここは見直す必要があり

はしないかと感じております。 

○伊藤委員長 例えば２年とか。 

○矢田貝委員 ２年とかですね。 

○伊藤委員長 ２年ですか、４年っていうのはちょっと長い。 

○矢田貝委員 広報広聴委員会って特別委員会でも何でもなく、広報広聴委員会じゃない

ですか。そこら辺、どうなのかなっていうあたりもあります。 

○伊藤委員長 それでは、今度の新委員会で。 

 先灘局長。 

○先灘事務局長 事務的な問題で、これは委員会条例に連動しておりまして、結局このメ

ンバーが常任委員会から出すという形になりますので、自動的にかわってくる可能性があ

りますので、常任委員会、議運が委員会条例で１年任期になっていますので、そこから変

えていきませんと、ここも自動的にならない、ここだけ２年っていうわけにはいかない流

れになってるんです。事務的な話で申しわけないですけど。ですから、任期についてずっ

と１年で、４年間で、例えば会派内で１人必ず、３つの常任委員会がありますから、そこ

を順繰りするということで、以前は４常任委員会っていう、そういう考えもあったんです

けど、今、もう３つの常任委員会になって、会派の人数も変わってきてるというところか

ら、そういう議題が今までなかったです。任期はずっと１年だなっていうところがござい

ましたので。今後そういう、広報広聴委員会をきっかけにして任期の話もしていくという

ことも一つの課題といいますか、きっかけにしていただいてもいいと思うんですが、現時

点では条例があるということで、常任委員会から連動してるところを変えていきませんと、

変えることはできないというところがありますので、そのあたりは御了解いただきたいと

思います。 



－11－ 

○伊藤委員長 矢田貝委員。 

○矢田貝委員 大変よくわかりました。済みませんでした。そこがうまく市民に開かれた

議会であるためのいろんな改革をしていくために、１年でなければできないということで

はないっていうふうに改めて感じたところなんですが、複数年にしたければできないこと

ではないというふうに思ったんですけれども、じゃあ、議会報告会、１年に１回とか、そ

ういった、今まで１年目に一生懸命決められたことっていうのは、見直す場もないという

ところも実はあると思っています。 

○伊藤委員長 先灘局長。 

○先灘事務局長 矢田貝委員のお話をやっぱり聞きますと、この広報広聴委員会の要綱で

委員会構成が常任委員会ごとに出すっていうところが、これが議会報告会をやる際に各常

任委員会から出ているというところがきっかけでこういう組み立てをしたというものもあ

りますので、条例改正、変えずに、ここの部分だけ変えていけば可能にはなることはなる

と思います。ですので、この委員会構成の部分を、やっぱり任期を２年にするということ

でしたら、常任委員会の構成を抜きにして、この広報広聴に関することをするということ

でしたら、ここの部分を皆さんの合意で、議会全体になると思いますけども、していけば

可能といえば可能ですね、というところがありますんで、ここの議論をどこでするかとい

うふうになりますと、議運か各派会長なのかいうところで、きっかけにして議論するのは

一つの方法かとは思います。ここだけ変えれば、可能といえば可能です。今は連動してい

るということです。以上です。 

○伊藤委員長 貴重な御意見だと思います。今、副議長、あと常任委員会から２名ずつと、

あと議会運営委員会から１名ということになっておりまして、この委員会を始めるときも、

かなりちょっと偏ったりとかして難しかったのかなと思います。これがなかなか難しいと

ころなので、ここら辺のところの議論はやっぱりしていくべきだなというふうに思います。 

 稲田委員。 

○稲田委員 そこまできょうは言うつもりはなかったですけど、委員の構成の話が出たも

んですから、事務的な提案としては、各常任委員会の正副委員長が委員に、議運から、例

えば副委員長、副議長はもう決まっていますので、その８人であれば、構成メンバーを選

ぶときの何か難しさはないのだけれども、今度は会派の人数のばらつきがあるとか、ある

いはそこにもかかってくるかなと思いますが。ただ、どうでしょう、今、１期終わりまし

たよね。また、同じような人ばっかりになるのか、それとも多分１年交代にしているのは、

いろんな人がなるという意味も入ってるんであれば、果たして、次、６月にどういう人が

集まるのかで、そこで一から始めるよりは、委員で委員長、副委員長決めてて、なおかつ

報告会とつけてるけれども、意見交換、先ほど今城委員からもあった、ある程度、型を決

めていって、この型さえやっておけば大丈夫って、なかなかつくりづらいですけど、そう

いうものを目指していけば、今、我々がやっている議論もある程度落ちついていくんじゃ

ないかなと思いました。以上、済みません。 

○伊藤委員長 御提案もいただきましたので、これもあわせて引き継ぎたいと思っており

ます。 

皆様、よろしいでしょうか、ほかには。 

〔「なし」と声あり〕 
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○伊藤委員長 １年間、本当に御苦労をおかけしましたし、なかなかまとまらず、進行が

うまくいかなかったかと、申しわけないと思っておりますが、皆さん方には御苦労いただ

きまして、本当にいい議会報告会が、大枠はできたなと思いますし、議会だよりも一定程

度のリニューアルができたなというふうに思っておりますので、感謝申し上げたいと思い

ます、ありがとうございます。 

 それでは、以上で広報広聴委員会を閉会させていただきます。 

午前１０時４４分 閉会 

 

米子市議会委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。  

 

広報広聴委員長 伊 藤 ひろえ 

 


